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本報告書は、効果的な教育行政の推進と市民への説明責任を果たすため、「地

方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の規定に基づき、平成２６

年度事務の管理及び執行の状況について点検・評価を行いました。 

御一読いただき、亀岡市教育委員会の取組について、御意見等をお寄せくだ

さい。 

亀岡市教育委員会では、将来を展望し、中長期的な視点に立って地域の実情

に合った教育活動をより効果的に実施していくため、目指すべき教育の基本的

な方向性や重点施策を明らかにした「亀岡市教育振興基本計画～かめおか教育

プラン～」を策定しています。毎年度、各施策の進捗状況を把握するとともに、

施策による成果や課題などを検証し、その結果を施策の展開に反映させながら

継続的な推進を図ります。 

「ともに学び ともに育ち ともに生きる かめおか教育の創造」を基本理

念とし、めざす子ども像を「ほっかほか心 ふるさと大好き かめおかっ子」

とし、子どもたちが、学校・地域・家庭のあたたかな見守りの中で包み込まれ

るという感覚を実感し、ふるさとを愛し、人を思いやる心を育む教育を推進し

てまいります。 

 

平成２７年９月 

 

亀岡市教育委員会 

 

教育委員会委員名簿 

職 名 氏 名 

委 員 長 栗 山 正 則 

委員長職務代理者 吉 岡 眞知子 

委  員 江 口 昌 道 

委  員 関   𠮷 廣 

教 育 長 竹 岡   敏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により 

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定によ 

り事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況につ   

いて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出す 

るとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を 

有する者の知見の活用を図るものとする。 
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１ はじめに 

この報告書は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の規定に基

づき、平成２６年度の教育委員会活動を振り返るとともに、本市教育委員会が毎年

度示す「亀岡市教育振興基本計画～かめおか教育プラン～平成２６年度推進施策」

を基に、具体的な推進施策について教育委員会が事務の進捗状況について点検・評

価を行いました。 

 

 

２ 会議の開催状況 

教育委員会議については、原則として毎月１回「教育委員会定例会」を、また、

必要に応じて臨時会を開催したほか、事前協議等のため教育委員協議会を次のとお

り開催しました。 

 
 

会議名 日時 付議案件等 

教育委員会

（臨時） 

H26.4.1(火) 

13:30～14:30 

（第１号議案） 

  亀岡市教育委員会委員長の選任について 

（第２号議案）   

  亀岡市教育委員会委員長職務代理者の選任について 

教育委員会

（定例） 

H26.4.23(水) 

13:30～16:15 

（協議事項） 

平成２６年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評

価について 

（報告事項） 

生徒指導上の問題事象について 

平成２６年度国・府等の研究等指定（委託）事業について 

ヒロシマに学ぶ親子平和の旅について 

いじめ防止基本方針に係るパブリックコメントの状況について 

放課後児童会学年初めにおける受入状況について 

「第１４回成人式大賞」貢献賞受賞について 

亀岡市人権啓発推進協議会人権教育指導員の委嘱について 

平成２６年度こども読書活動優秀実践校・図書館・団体（個人） 

の文部科学大臣表彰の受賞について 

教育研究所教育講演会（５月講座）について  

（その他） 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律案について 

京都府市町村教育委員会連合会定期総会・委員研修会について 

南丹教育委員会連絡協議会総会・研修会について 

平成２６年度小・中学校長会等の役員について 

今年度の学校訪問計画について 

クリーンかめおか推進会議委員の選出について 

亀岡市教育振興計画～かめおか教育プラン～平成２６年度推進 

施策チラシの作成について 

教育委員会

（定例） 

H26.5.20(火) 

15:00～17:40 

（第３号議案） 

  亀岡市立幼稚園条例の一部を改正する条例の原案決定について 

（第４号議案） 

 亀岡市学校規模適正化検討会議規則の制定について 

（第５号議案） 

 亀岡市いじめ防止基本方針について 

（第６号議案） 

 亀岡市いじめ防止対策推進委員会条例の原案決定について 

（第７号議案） 

 亀岡市社会教育委員の委嘱について 
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教育委員会

（定例） 

H26.5.20(火) 

15:00～17:40 

（報告事項） 

平成２６年度一般会計６月補正予算案について 

平成２５年度公立中学校卒業生徒の進路状況について  

東別院小学校スクールバスの接触事故に係る報告について 

平成２６年度「高齢者さわやか教室」講座年間予定について 

平成２６年度「人権教育講座」「人権教育指導者研修会」の年 

間予定について 

文化資料館平成２６年度事業計画等について 

教育研究所６月教職員研修講座について 

教育研究所サイエンスフレンズ学習クラブについて  

（その他） 

教育委員学校訪問計画について 

「かめおかっこ夢・未来読書プラン」推進会議委員の選出につ 

いて 

教育委員会

（定例） 

H26.6.24(火) 

10:00～12:00 

 

（第８号議案） 

 亀岡市図書館協議会委員の委嘱について 

（第９号議案） 

 亀岡市新資料館構想策定委員会設置要綱の制定について  

（報告事項） 

亀岡市議会６月定例会一般質問・答弁要旨について 

「亀岡市立の小学校及び中学校に勤務する府費負担教職員の服 

務に関する規程」の一部改正について 

「亀岡市立の小学校及び中学校に勤務する府費負担教職員の安 

全衛生管理規程」の制定について 

平成２６年度京都府学力診断テストについて 

平成２６年度家庭教育支援事業の実施について 

平成２５年度子ども「心の教育」実践事例集について 

教育研究所サイエンスボランティアについて 

教育研究所７、８月教職員研修講座について 

教育研究所夏季教育セミナーについて 

（その他） 

教育委員による学校訪問計画について 

亀岡市議会９月定例会の日程について 

平成２６年度地域こん談会の日程について 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法 

律の成立について 

教育委員 

協 議 会 

H26.7.9(水) 

11:15～12:15 

13:15～16:30 

（協議事項） 

教育委員会施策の点検・評価（案）について 

教育委員 

協 議 会 
H26.7.18(金) 

9:00～10:40 

（協議事項） 

教育委員会施策の点検・評価（案）について 

教育委員会

（定例） 

H26.7.31(木) 

13:30～15:00 

(報告事項) 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正について 

子ども・子育て新制度に係る状況報告について  

亀岡教職員組合２０１４年度統一要求書について 

平成２６年度運動会・体育祭の日程及び出席について 

亀岡市放課後児童会健全育成事業の今後の方針について 

教育研究所主催サイエンスフェスタの開催について 

（その他） 

平成２６年度市町村教育委員会研究協議会の開催について 

亀岡市都市計画審議会委員の推薦について 
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教育委員 

協 議 会 

H26.7.31(木) 

15:10～16:15 

（協議事項） 

教育委員会施策の点検・評価（案）について 

教育委員会

点検・評価

会議 

H26.8.8(金) 

13:30～15:30 

（会議） 

平成２６年度（平成２５年度対象）亀岡市教育委員会点検・評価

報告書（案）について 

外部有識者による意見・助言について 

教育委員会

（定例） 

H26.8.29(金) 

9:30～12:10 

  

（第１０号議案） 

平成２７年度使用小学校教科用図書の採択について 

（第１１号議案） 

平成２７年度使用中学校教科用図書の採択について  

（第１２号議案） 

亀岡市立幼稚園条例の一部を改正する条例の経過措置の期間を

定める規則の制定について 

（第１３号議案） 

亀岡市教育委員会点検・評価報告書の策定について 

（報告事項） 

平成２６年度一般会計９月補正予算案について        

市長・小中学校長・幼稚園長とのこん談について 

食物アレルギー対応の手引きについて           

生徒指導上の問題事象（１学期のまとめ）について     

いじめ調査（１回目）の結果について          

平成２６年度全国学力・学習状況調査結果について    

運動会・体育祭について                

亀岡市放課後児童健全育成事業に係る条例(案)の議会上程日程 

の変更について                                   

亀岡市新資料館構想策定委員会委員の決定について    

「いかだに乗ってみよう！」イベント等について      

教育研究所９月教職員研修講座について            

（その他） 

平成２６年度市町村教育委員研究協議会（第２ブロック）の参加 

について 

亀岡市民生委員推せん会委員の選任について 

第２回学校訪問について 

教育委員会

（定例） 

H26.9.25(木) 

10:00～11:20  

 

 

（報告事項） 

亀岡市教育委員会点検・評価報告書の公表について      

亀岡市議会９月定例会一般質問・答弁要旨について    

第１回亀岡市立学校教職員安全衛生委員会の開催結果について     

亀岡市小学校児童陸上運動交歓記録会について        

口丹波中学校駅伝競走大会兼京都府予選について    

亀岡市研究発表会について               

亀岡市放課後児童健全育成事業に関する条例制定及び条例改正

概要（案）に対するパブリックコメントの実施について  

第３２回女性集会の開催について             

第１回亀岡市新資料館構想策定委員会開催報告について   

「いかだに乗ってみよう！」開催報告について       

教育研究所１０月教職員研修講座について              

地域ふれあいサイエンスフェスタ２０１４について     

（その他） 

平成２６年度市町村教育委員研究協議会（第２ブロック）への参 

加について 

平成２６年度京都府市町村教育委員会連合会委員研修会及び近 

畿市町村教育委員研修大会への参加について 

平成２６年度南丹教育委員会連絡協議会研修の実施について 
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教育委員会

（臨時） 

H26.9.25(木) 

11:30～11:45  

（第１４号議案） 

  亀岡市教育委員会委員の辞職の同意について 

教育委員会

（定例） 

H26.10.30(木) 

10:00～11:45 

（報告事項） 

平成２７年度亀岡市当初予算編成方針について        

第２回亀岡市学校規模適正化検討会議の開催結果について   

インターナショナル・セーフスクール認証にかかる事前審査の実 

施について 

口丹波中学校駅伝競走大会の結果について      

亀岡市小学生駅伝（持久走）大会の開催について       

南丹地区小学生駅伝競走大会「京都丹波キッズふれあい駅伝」 

の開催について                   

平成２６年度全国学力・学習状況調査における亀岡市の小中学校 

の分析結果について       

亀岡市放課後児童健全育成事業に関する条例制定骨子及び条例  

改正概要（案）に対するパブリックコメントの状況について   

第２回「かめおかっこ 夢・未来 読書フェスティバル」の開 

催について 

教育研究所１１月教職員研修講座について 

（その他） 

亀岡市都市計画審議会委員の選任について 

第２回教育委員学校訪問について 

亀岡市議会１２月定例会の日程について 

平成２６年度南丹教育委員会連絡協議会視察研修会について 

教育委員 

協 議 会 

H26.11.13(木) 

16:30～17:30 

（協議事項） 

  亀岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を 

  定める条例(案)について 

亀岡市放課後児童健全育成事業の実施に関する条例の一部を改 

正する条例(案)について 

教育委員会

（定例） 

H26.11.25(火) 

10:00～12:05 

（第１５号議案） 

  亀岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を 

  定める条例の原案決定について 

（第１６号議案） 

  亀岡市放課後児童健全育成事業の実施に関する条例の一部を改 

  正する条例の原案決定について 

（第１７号議案） 

  亀岡市放課後児童健全育成事業の実施に関する条例施行規則の 

  一部を改正する規則の制定について 

（報告事項） 

平成２７年度教職員人事異動方針について        

平成２６年度一般会計１２月補正予算案について  

学校規模適正化に係る「子どもたちのより良い教育環境について   

考えるアンケート」調査の実施について            

インターナショナル・セーフスクール認証にかかる事前審査の 

結果について                

「土曜日を活用した教育」のアンケートの実施について   

京都府中学校駅伝競走大会の結果について      

亀岡市小学生駅伝（持久走）大会の結果について   

亀岡市成人式の日程確認について        

教育研究所１２月教職員研修講座について     

（その他） 

  教育委員研修会の実施について（学校給食センター視察） 
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教育委員会

（定例） 

H26.12.19(金) 

13:30～15:10 

（報告事項） 

亀岡市議会１２月定例会一般質問・答弁要旨について     

第２回亀岡市立学校教職員安全衛生委員会の開催結果について      

京都丹波キッズふれあい駅伝の結果について                      

平成２６年度京都府中学校学力診断テスト結果について    

「第１回亀岡市いじめ防止対策推進委員会」の開催結果について   

第３２回亀岡市女性集会の開催結果について                 

第３０回文化資料館特別展について                  

教育研究所１月教職員研修講座について                 

教育委員 

協 議 会 

H26.12.19(金) 

15:20～16:30 

 

（協議事項） 

  教育委員会制度改革に伴う例規改正（案）について 

  幼稚園事務に係る市長部局への移管（案）について 

  幼稚園保育料の改定（案）について 

教育委員会

（定例） 

Ｈ27.1.23(金) 

13:30～15:40 

（第１８号議案） 

「亀岡市いじめ問題対策連絡協議会設置要綱」の制定について 

（協議事項） 

亀岡市教育振興基本計画平成２７年度推進施策について 

（報告事項） 

亀岡市立小学校及び中学校に勤務する府費負担教職員の服務に

関する規程の改正について      

教職員の勤務時間などに関する申し入れについて 

「土曜日を活用した教育」に係るアンケート集計結果について 

生徒指導上の問題事象（２学期のまとめ）について 

フォーラムの開催について 

教育研究所２月教職員研修講座について 

（その他） 

中学校給食の先進地視察について 

  亀岡市議会３月定例会の日程について 

教育委員会

（定例） 

H27.2.18(水) 

14:30～17:00 

（第１９号議案） 

亀岡市教育委員会委員定数条例を廃止する条例の原案決定につ 

いて 

（第２０号議案） 

亀岡市教育委員会基本規則等の一部を改正する規則の制定につ 

いて 

（第２１号議案） 

亀岡市立小学校設置条例及び亀岡市立中学校設置条例の一部を

改正する条例の原案決定について 

（第２２号議案） 

亀岡市立小学校及び中学校における休業期間の変更について 

（第２３号議案） 

亀岡市教育委員会事務の点検・評価の実施に関する要綱の一部を 

改正する告示について 

（第２４号議案） 

児童生徒の入学すべき学校区を指定する規則の一部を改正する 

規則の制定について 

（第２５号議案） 

亀岡市立幼稚園条例の一部を改正する条例の原案決定について 

（第２６号議案） 

亀岡市立幼稚園における預かり保育の実施に関する規則の制定 

について 

（報告事項） 

平成２７年度教育委員会所管当初予算案の概要について   

平成２６年度一般会計３月補正予算案について          

学校規模適正化検討会議第３回会議の結果概要について       
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いじめ調査結果について                   

「学校給食異物混入時対応マニュアル」＜学校において異物混入 

等を発見した時の対応＞の策定について                

文化資料館ロビー展「虹の美術館」等について      

（その他） 

  平成２６年度卒業式・平成２７年度入学式の日程等について 

  南丹教育委員会連絡協議会総会の日程調整について 

 

教育委員会

（臨時） 

H27.2.24(火) 

16:00～16:50 

 

（第２７号議案） 

亀岡市立小・中学校校長の人事異動について 

（第２８号議案) 

  亀岡市立小・中学校副校長の人事異動について 

（第２９号議案） 

  亀岡市立小・中学校教頭の人事異動について 

教育委員会

（臨時） 

H27.3.25(水) 

10:30～10:50 

（第３０号議案) 

亀岡市教育委員会事務局・教育機関の管理職人事について 

教育委員 

協議会 

H27.3.25(水) 

10:50～12:00 

（協議事項） 

亀岡市教育振興基本計画平成２７年度推進施策（案）について 

平成２７年度準教科書使用承認について 

教育委員会

（定例） 

H27.3.26(木) 

9:30～11:10 

（第３１号議案） 

  亀岡市教育委員会事務局事務分掌規則の一部を改正する規則の 

制定について 

（第３２号議案） 

亀岡市教育委員会の権限に属する事務の委任及び補助執行に

関する規則の制定について 

（第３３号議案） 

 亀岡市教育振興基本計画平成２７年度推進施策について 

（第３４号議案） 

 平成２７年度準教科書使用承認について 

（報告事項） 

亀岡市教育委員会教育長職務代理者の権限に属する規程の制定 

について 

小学校及び中学校の校長に対する事務委任規程の一部改正につ 

いて 

平成２７年度教育委員会事務局職員の人事異動について 

平成２７年度亀岡市立学校教職員の人事異動について 

亀岡市議会３月定例会一般質問・答弁要旨について 

南丹地区教科用図書採択協議会規約の改正について 

「いじめ問題対策連絡協議会」開催報告について 

文化的景観保護推進事業普及啓発冊子の発行について 

平成２７年度「社会教育を推進するために」の送付について 

高齢者さわやか教室実施報告について 

成人式大賞について 

亀岡市新資料館構想策定委員会開催報告について 

 

○会議開催回数 

教育委員会（定例）・・・・・・・・・・・・・・・・１２回 

教育委員会（臨時）・・・・・・・・・・・・・・・・・４回 

教育委員協議会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６回 

教育委員会点検・評価会議・・・・・・・・・・・・・・１回 

        計                     ２３回 
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３ 平成２６年度教育委員会活動の概要 

 

（１）学校訪問（第１回） 

実施日時  平成２６年７月９日（水） 

参 加 者  教育委員会委員６名、事務局４名 

訪 問 先  安詳小学校 

日  程 

訪問先・時間 内   容 

 

安詳小学校 

AM7:45～ 

AM10:50 

・登校状況確認 

・職員朝礼 

・学校経営方針、教育課程、重点課題について 

学校長と懇談 

・授業参観 

 

（２）学校訪問（第２回） 

     実施日時  平成２６年１１月１３日（木） 

参 加 者  教育委員会委員５名、事務局４名 

訪 問 先  亀岡市立幼稚園・東輝中学校 

日  程 

訪問先・時間 内   容 

亀岡市立幼稚園

AM9:10～AM10:50 

・登校指導 

・幼稚園経営方針等について園長と懇談 

・授業参観 

東輝中学校 

AM11:45～PM3:50 

・授業参観 

・学校経営方針等について学校長と懇談 
・ＰＴＡ役員との懇談 

 

（３）管内視察研修 

     実施日時  平成２６年１２月３日（水） 

参 加 者  教育委員会委員５名、事務局３名 

訪 問 先  亀岡市立学校給食センター 

内  容  ・給食センター概要説明 

      ・学校給食調理作業、配送作業見学 

・給食試食 

 

(４)管外視察研修 

     実施日時  平成２７年２月４日（水） 

参 加 者  教育委員会委員５名、事務局４名 

訪 問 先  京田辺市立大住中学校 

内  容  ・中学校給食の実施内容や導入に関わっての課題等につい 

       て担当者と懇談、給食試食  
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（５）中学校ＰＴＡとの懇談会 

学校名 懇談日時 出席者 懇談内容 

東 輝 

中学校 
H26.11.13(木) 

14:50～15:40 

東輝中学校ＰＴＡ役員 

学校長、教頭 

教育委員会委員 

教育委員会事務局職員 

 

・ＰＴＡ活動方針、事業

活動等について 

・地域との連携について 

・中学校給食について 

 

（６）小学校長との懇談会 

実 施 日  平成２６年９月４日（木） 

出 席 者  市内小学校長１８名、教育委員会委員５名、事務局 

懇談事項  ・図書館教育の取組について 

・特別支援教育の取組について 

・生徒指導の取組について 

 

（７）中学校長との懇談会 

実 施 日  平成２６年９月５日（金） 

出 席 者  市内中学校長８名、教育委員会委員５名、事務局 

懇談事項  ・進路指導・学力向上について 

・生徒指導について 

・学校予算と施設について 

・文化・スポーツについて 

 

 （８）市長との教育懇談会 

実 施 日  平成２６年９月４日（木） 

出 席 者  亀岡市長、教育委員会委員５名、事務局 

懇談事項  ・教育委員会制度の改正について 

・学校規模適正化について 

・空調設備の整備について 

・学力向上について 

 

（９）各種研修会等 

 

① 南丹教育委員会連絡協議会研修会 

     実 施 日  平成２６年５月１４日（水） 

     場  所  京都医療科学大学 会議室 

     出 席 者  教育委員会委員５名 

研修内容   

（講演） 演題 「正しい放射能の理解について～原子力防災を考え 

る」 

     講師 京都医療科学大学 教授 大野 和子 氏 
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②南丹教育委員会連絡協議会視察研修会 

実 施 日  平成２６年１１月１２日（水） 

     場  所  城陽市立寺田小学校、世界遺産(世界文化遺産)仁和寺 

出 席 者  教育委員会委員５名、事務局１名 

     研修内容  小中連携をとおした外国語活動の先進校及び文化財修理現

場の視察研修 

 

   ③京都府市町村教育委員会連合会委員研修会（春） 

実 施 日  平成２６年５月１９日（月） 

場  所  京都府総合教育センター 

     出 席 者  教育委員会委員５名 

 内  容 

（講演） 演題 「国の教育改革の動向について」 

講師 京都府教育庁 教育次長 橋本 幸三 氏 

 

   ④京都府市町村教育委員会連合会委員研修会（秋） 

実 施 日  平成２６年１０月２０日（月） 

場  所  京都テルサ 

     出 席 者  教育委員会委員５名 

     内  容 

（講演） 演題 「教育委員会制度について」 

講師  京都府教育庁 管理部長 小橋 秀生 氏 

 

⑤近畿市町村教育委員研修大会 

     実 施 日  平成２６年１０月２０日（月） 

     場  所  京都テルサ 

     出 席 者  教育委員会委員５名、事務局１名 

 内  容  （講演） 演題 教育委員会制度改革について 

講師 文部科学省初等中等教育局 初等中等教育企画課 

企画官 堀野 晶三 氏 

    

⑥市町村教育委員会研究協議会（第２ブロック） 

     実 施 日  平成２６年１０月１４日（火）・１５日（水） 

     場  所  大分県別府市 別府国際コンベンションセンター 

     出 席 者  教育委員会委員５名、事務局１名 

 内  容 

      （行政説明）「初等中等教育をめぐる最近の動向について」 

            「教育委員会制度改革について」 
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            文部科学省初等中等教育局企画官 堀野 晶三氏 

 

      （講演） 演題 「学校教育を通じたグローバル人材の育成について」 

講師 筑波大学教授・学長特別補佐 德永 保氏 

 

      （パネルディスカッション） 

テーマ：「グローバル人材の育成について」 

      （事例発表・研究協議） 

第１分科会 「グローバル人材の育成について」 

第２分科会 「土曜日の活用など学校・家庭・地域が連携した子供の育 

成について」 

第３分科会  「全国学力・学習状況調査結果の活用について」 
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 ４ その他の活動 

月 
各種行事・大会等 

亀岡市関係 国・府関係（場所） 

４月 
年度当初校園長会議 

幼稚園入園式、小・中学校入学式 

府立高等学校入学式（亀岡高校、 

南丹高校、農芸高校） 

５月  

南丹教育委員会連絡協議会総会 

（南丹市） 

京都府市町村教育委員会連合会 

定期総会（京都市） 

 

６月 市議会６月定例会（本会議、一般質問）  

７月 
平和祭市民スポーツ大会総合開会式 

社会を明るくする運動市民中央集会 
 

８月 平和祈念式典  

９月 

市議会９月定例会（本会議、一般質問） 

幼稚園・小学校運動会、中学校体育祭 

亀岡市戦没者追悼式 

石田梅岩墓前祭 

亀岡市立幼稚園竣工式典 

 

１０月 

小学校運動会 

地域ふれあいサイエンスフェスタ 
市町村教育委員会研究協議会

(第２ブロック)(大分県別府市)

京都府市町村教育委員会連合会

委員研修会（秋） 

近畿市町村教育委員研修大会 

１１月 

亀岡市自治振興式典 

かめおかっこ 夢・未来 読書フェスティ

バル 

亀岡市インターナショナル・セーフ 

スクール認証事前審査 

 

 

１２月 市議会１２月定例会（本会議、一般質問）  

１月 
新春年賀交歓会 

亀岡市成人式 
 

２月 亀岡市スポーツ賞表彰式  

３月 

市議会３月定例会（本会議、一般質問） 

幼稚園修了式、小・中学校修了式 

小・中学校卒業証書授与式 

幼稚園卒園証書授与式 

府立高等学校卒業式（亀岡高校、 

南丹高校、農芸高校） 
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５ 亀岡市教育振興基本計画平成２６年度推進施策 
 

１ 「生きる力」の育成 
 

（１）確かな学力、学ぶ意欲の向上 

①生きる力を育む開かれた魅力ある学校・園づくりの推進 

②独自作成の問題集(かめもん)等の効果的な活用と基礎学力充実事業の充実 

③土曜日を活用した教育活動実践研究事業の推進 

④小学校外国語活動の推進 

⑤小学校専科（音楽・図工）指導の推進 

⑥キャリア教育の具体化等、進路指導に関わる取組の充実 

⑦教育に関する研究活動の推進 

 

（２）就学前教育の推進 

①公立保育所幼稚園研究協議会活動の充実と私立幼稚園、小学校との連携の推進 

②特別な支援が必要な園児に対する適切な指導体制の確立と教育相談の充実 

③幼児教育総合センター機能の検討・推進 

 

（３）健康教育・安全教育の充実 

①計画的な保健指導と安全指導の実施と充実 

②食に関する指導の充実 

③豊かな心・人間関係を培う望ましい生活習慣の育成 

④フッ化物洗口によるむし歯予防事業（幼稚園・小学校）の推進 

⑤喫煙・薬物乱用防止教育及び性教育の推進 

⑥児童生徒の健康診断等の実施 

 

（４）体力・競技力の向上 

①幼児・児童生徒の体力・運動能力向上の取組推進 

②小学校陸上運動交歓記録会・小学生駅伝（持久走）大会の充実 

③南丹地区小学校駅伝競走大会「京都丹波キッズふれあい駅伝」への取組充実 

④中学校各種競技大会の推進 

⑤小・中学校体育連盟活動の推進 

⑥幼稚園、小学校、中学校、高等学校の校種間連携の充実 

 

（５）特別支援教育の充実 

①校内体制の充実及び児童生徒の実態把握の充実 

②関係諸機関、校種間連携による指導・支援の充実 

③交流及び共同学習の推進（特別支援学校・特別支援学級等） 

④就学相談と進路指導の充実 

⑤特別支援教育支援員の増員による支援体制の充実 

⑥教育相談における判定機器等の充実 

⑦保護者及び地域社会への啓発の充実 

 

（６）人権教育の推進 

①児童生徒の基礎学力充実と進路保障及び主体的に進路選択できる力の育成 

②教育活動全体を通した計画的な人権教育の推進 

③人権尊重の実践的態度を育成する教育活動の充実 

④日常的・継続的な家庭・地域社会、関係機関及び校種間の連携 

 

（７）生徒指導、教育相談の充実 

①ネットいじめ等の諸問題に対し、亀岡市いじめ防止基本方針に基づく児童生徒・保護者への 

指導・啓発の推進 

②いじめを許さない学校、学級づくりの推進 

③教育相談事業の充実 
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④適応指導教室の充実及び不登校に係る民間施設や専門機関との連携 

⑤スクールカウンセラー活用事業の推進 

⑥生徒指導上の問題行動に対する指導体制の充実とスクールサポーターの積極的活用 

⑦不登校対策支援員の増員による支援体制の充実 

⑧児童虐待の早期発見及び関係機関と連携した早期対応 

 

（８）今日的な課題に応える教育の充実 

①国際理解教育の充実 

②教育用コンピュータ、電子黒板等情報通信機器の有効な活用の推進 

③情報活用能力に関する指導の充実 

④実践的な環境教育の推進 

⑤体験活動を重視した小・中学生の道徳教育の充実 

 

２ ふるさとを愛する心の育成 
 

（１）体験的活動の推進 

①ＫＹＯ発見 仕事文化体験活動推進事業などによる学習活動の充実 

②地球環境子ども村、ＮＰＯ等と連携した環境学習・体験学習の推進 

③児童生徒によるボランティア活動の推進 

④亀岡の歴史、文化、自然 、水、くらしを通した地域理解を深める「かめおか学」の推進 

⑤地域ふれあいサイエンスフェスタの充実 

 

（２）豊かな感性を育む教育の推進 

①亀岡市学校美術展覧会の開催 

②市立幼稚園子ども展の開催 

③「本物の舞台芸術体験事業」などによる演劇やミュージカル等の鑑賞機会の提供 

④児童生徒の読書習慣や読書意欲の向上 

 

（３）地域の教育機能の活用 

①学校評価等を活用した開かれた学校づくりの推進 

②自然や歴史、伝統文化などの地域学習やクラブ活動における地域人材の活用 

③学校支援地域本部事業の推進 

 

３ 学校の教育力の向上と魅力ある学校づくりの推進 
 

（１）小中一貫教育の推進 

①施設一体型小中一貫校（川東小・高田中）の平成２７年度開校に向けた取組の推進 

②９年間を見通した系統的・継続的な年間学習指導計画の作成 

③小中学校教員による小学校専科授業・ＴＴ授業の実施 

④小中学校の教職員研修や学校行事交流の実施 

 

（２）学校規模適正化の検討 

①適正な学校規模の調査・研究 

 

（３）教員の資質・能力の向上 

①各種研修会の充実と校内研究、研修による指導方法の工夫・改善への支援 

②研究指定事業を活用した学校力の向上、教員の資質能力の向上 

 

（４）教育研究所事業の充実 

①学力向上に向けての具体的な方途の開発・発信 

②教職員の指導力向上に必要な教職員研修講座の充実 

③特別支援教育・教育相談など学校現場のニーズに対応する研修の充実 

④幼児・児童生徒の学習活動支援及び保幼小中連携の推進 

⑤亀岡市の今日的な教育課題に応じる調査研究活動の推進 



14 

 

 

⑥子ども等の自立支援事業活用による児童生徒の学校不適応状況改善に向けた調査研究活動 

の推進 

 

４ 安全・安心で充実した教育環境の整備 
 

（１）安全・安心で快適な教育環境の整備 

①学校施設耐震化の計画的推進 

②学校・園施設の老朽箇所等の計画的整備 

③学校施設・設備の日常的な点検活動 

④快適な教育環境の整備 

 

（２） 安全指導、安全管理の充実 

①学校安全対策委員会を中心に自治会・ＰＴＡ等と連携した学校安全体制の充実 

②学校安全対策協力員の配置と地域の見守り隊等の協力による安全対策の推進 

③通学安全対策の充実及び学校安全マップの定期的な見直しと活用 

④「地域子ども出迎えデー」の推進と学校安全メールシステムの活用促進 

⑤セーフスクールの推進 

⑥危機管理マニュアルに基づく安全体制の確立と研修・訓練の計画的な実施 

 

（３）学校図書、学習教材・資機材の充実 

①学校図書館図書蔵書数の標準冊数達成に向けた蔵書数の充実 

②理科・数学の学習教材・資機材の充実 

③教育の情報化に向けた学習資機材の整備 

 

（４）学校給食の充実 

①地元産食材の利用推進と、安全・安心で、栄養バランスに配慮した給食の提供 

②給食と各家庭に配布している「きゅうしょくだより」での広報を通じた食育の推進 

③食物アレルギーを有する児童への給食の取組と適切な対応のための学校給食センター・学 

校・保護者との連携の強化 

④小中学校の給食のあり方についての調査・研究 

⑤食物アレルギー対応に関する研修の推進 

 

（５）就学・修学への支援 

①経済的に就学困難な小・中学生への援助費の支給 

②高校生・大学生を対象とした奨学金の支給 

③就園奨励費補助金の支給 

 

５ 生涯学習活動の推進 
 

（１）人権教育・人権学習の推進 

①人権教育講座の充実と多様な学習内容・機会の提供 

②人権教育活動に係る指導者の育成 

③自主的な人権学習活動への支援 

 

（２）家庭教育への支援 

①社会教育関係団体との連携による家庭教育の推進 

  

（３）子どもの健全育成の推進 

①青少年育成団体との連携による子どもの健全育成の推進 

②子ども「心の教育」推進事業の充実 

③成人式開催による青少年健全育成の推進 

④放課後児童健全育成事業の整備・充実 
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（４）市民の学習活動の推進 

①高齢者さわやか教室の充実 

②生涯学習関係機関・団体との連携による学習機会・情報の提供 

③中央公民館活動の充実 

 

（５）読書活動の充実 

①図書館施設、読書環境の充実 

②図書館蔵書の充実による市民読書の推進 

③「かめおかっこ夢・未来読書プラン」に基づく子ども読書活動の推進 

④読書ボランティアの養成と支援 

 

（６）生涯スポーツの推進 

①体育協会や関係機関と連携した生涯スポーツ推進の支援 

 

６ 歴史・文化・自然の保存継承と発信 
 

（１）文化財の保存と活用 

①史跡丹波国分寺跡公有化及び整備の推進 
②世代間交流の積極的な展開と後継者の育成支援 

③歴史的・文化的景観の保存と活用 

 

（２）歴史・文化・自然を学ぶ拠点の整備 

①新資料館構想策定 

②文化資料館での特別展・企画展・ロビー展の開催 
③子ども歴史教室の充実 

④文化資料館友の会の連携事業の充実 

⑤出前講座・授業による学習活動への支援 
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６ 推進施策に係る取組状況評価 

 

（１）点検・評価の方法 

亀岡市教育委員会事務の点検・評価の実施に関する要綱（平成２１年亀岡市

教育委員会告示第２号）に基づき、点検・評価を行いました。 

点検・評価は、対象施策・事業の内容と成果を明らかにするとともに、課題

と改善策、今後の方向性等を示しています。また、教育に関し学識経験を有す

る方の協力を得て、８月６日（木）に点検・評価会議を開催しました。意見等

をいただいた学識経験者は、次のとおりです。 

（敬称略） 

氏 名 所   属 

出口 眞人 社会福祉法人愛善信光会亀岡保育園理事長 

吉中 康子 京都学園大学教授 

廣瀬 義直 千歳町自治会長、元小学校長 

 

（２）点検・評価結果の構成 

①評価対象 

「亀岡市教育振興基本計画平成２６年度推進施策」２８項目のうち 

教育委員会で選定した１０項目 

②目指す姿・目的 

  各施策の実施目的や取組の方向性を記載しています。 

③実施事業の内容・成果 

各施策の目標達成に向けて、主に取り組んだ事業内容、教育上効果があっ 

た内容等を記載しています。 

④点検項目・課題 

実施施策について、「必要性」、「有効性」、「効率性」の視点から分析を

行い、課題を記載しています。 

⑤改善策・内部評価・今後の方向性 

実施施策について、課題の解決に向けた改善策を示し、上記の３つの点検 

項目ごとの達成度に応じて１～３点の点数を付与し、その合計点数によりＡ

～Ｃの３段階評価を行っています。また、次年度事業実施の方向性を記 

載しています。 

 

  〇達成度による点数の付与 

  ・達成度が高い場合    ３点 

  ・達成度がやや高い場合  ２点 

  ・達成度が低い場合    １点 

 

〇合計点数による評価 

 

各点検評価項目の

合計点数 
８点以上 ７点～５点 ４点以下 

総合評価 A B C 

事業の成果 

計画どおり又は 

計画以上の成果が

得られた 

概ね計画どおりの

成果が得られた 

計画どおりの成果

が得られなかった 
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⑥外部評価 

    教育委員会での点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験 

を有する方からいただいた評価及び意見・助言などを記載しています。 

 

 

（３）総合評価の状況 

 

 亀岡市教育振興基本計画に基づき、平成２６年度に実施した施策は概ね順調に推

進でき、その目標を達成することができた。しかし、それぞれの施策において課題

や改善策に記載した内容について、次年度以降の取組につながるよう対応していく

必要がある。 

また、学識経験者から、点検・評価の実施方法や調書の見直し等を行ったことで、

「客観的で分かりやすく、判断基準の視点も明確にされている。」ものの、効率性

の視点での評価においては、「特に教育施策では、費用対効果では計れない部分の

評価のあり方を研究する必要がある。」などの意見があった。 

今後も、教育振興基本計画に掲げた目標達成に向け、内部評価結果及び外部評価

結果を踏まえ、事務事業の推進につなげていくこととする。 

 

亀岡市教育振興基本計画の取組初年度である平成２５年度推進施策は、概ね

順調に推進し、一定の目標を達成することができた。しかし、学力向上をはじ

め、特別支援教育、小中一貫教育の推進、ネット社会への対応等の重要項目に

ついては、更なる取組強化を図るとともに、課題のある項目の解決に向け、一

層の努力が必要である。また、学識経験者からは、達成度合いによる評価方法

への見直し、施策に対する関係者コメント表記の検討、具体的な課題抽出の表

記が望ましいなどの意見があった。 

これらを踏まえ、亀岡市教育振興基本計画の目標達成のため、計画的な事業

推進と検証を行うとともに、評価方法についても工夫改善し、制度の充実に努

める必要がある。 
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7 数値目標事業の進捗状況 

目標項目 活動指標 
目標年次 

目   標 

目標設定時 

実    績 

平成２６年度末

実績数値（現状

値） 

進捗

率 
備考 

《目標１》 

「生きる力」の育

成 

京都府学力診断 

テスト 

 Ｈ２８ 

 府内平均

点を上回る 

  

小学校 1教科、中

学校 2教科が府平

均点を上回った。 

 小学校 4年算数 

 中学校 2年国語 

 中学校 2年数学 

    

不登校児童生徒 

の割合（出現率） 

Ｈ２８ 

減少 

小学校 

（Ｈ２０～２３平均) 

   ０．３６％ 

中学校 

(H２０～２３平均) 

   ２．１０％ 

小学校 

   ０．４２％ 

中学校 

   ２．５３％ 

    

《目標２》 

ふるさとを愛する

心の育成 

地域の自然や歴

史に関心のある

児童生徒の割合 

Ｈ２８ 

増加 

H２４（小学６年生) 

５９％ 

H２４(中学２年生) 

３５％ 

H２６（小学４年生) 

５７．８％ 

H２６(中学２年生) 

３６％ 

    

体験学習に参加

した児童生徒の

割合 

Ｈ２８ 

１００％ 

H２３(小学４年生) 

９８．３％ 

H２３(中学２年生) 

９７．９％ 

H２６(小学４年生) 

９９．０％ 

H２６(中学２年生) 

９９．８％ 

    

《目標３》 

学校の教育力の

向上と魅力ある

学校づくりの推進 

教職員研修講座 

参加者数 

Ｈ２８ 

１，８００人 

H２４ 

１，５３９人 

H26 

1,883人 
104.6%   

教職員研修講座

数 

Ｈ２８ 

５０講座 

H２４ 

４６講座 

H26 

４７講座 
94.0%   

《目標４》 

安全・安心で充

実した教育環境

の整備 

小中学校施設 

の耐震化率 

Ｈ２７ 

１００％ 

H２３ 

９０．２％ 

H26 

９６．４％ 
96.4%   

学校図書館図書 

標準冊数達成率 

Ｈ２８ 

増加 

H２３ 

７３．０％ 

Ｈ２６ 

７８．４％ 
    

《目標５》 

生涯学習活動の

推進 

市民一人当たり年

間図書貸出冊数 

Ｈ２８ 

５．３冊 

H２３ 

４．８冊 

Ｈ２６                                  

４．６６冊 
88.0% 

H25耐震補強及

び大規模改修工

事による半年間休

館のため減少          

H25年度 4.44冊 

各種スポーツ大

会・教室参加者数 

Ｈ２８ 

１３，５００人 

H２４ 

12,269人 
    

平成２６年度から

スポーツ推進課に

所管替え 

《目標６》 

歴史・文化・自然

の保存継承と発

信 

新資料館構想 

の策定 

２７年度まで

に策定 
  

亀岡市新資料館構

想策定委員会設置

（委員 14名）委員会

4回、視察 2回実施 

    

文化資料館 

利用者数 

Ｈ２８ 

年間１万人 

Ｈ２３ 

年間 6,018人 

Ｈ２６ 

年間 7,112人 
71.1%   
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８ 施策別評価 

目標１ 「生きる力」の育成 
  

推進施策 (1）確かな学力、学ぶ意欲の向上 所管課 学校教育課 

目指す姿 

目    的 
確かな学力、豊かな人間性、健康や体力など子どもたちの「生きる力」を育てる。 

  

実 施 事 業

の 内 容 

① 生きる力を育む開かれた魅力ある学校・園づくりの推進 

 ・校区の教育的資源の活用を踏まえながら特色ある教育実践を進めるため、生きる力

を育む開かれた学校づくり事業をすべての小中学校で実施した。 

② 独自作成の問題集（かめもん）等の効果的な活用と基礎学力充実事業の推進 

・京都府学力診断テスト、全国学力・学習状況調査等の実施・分析を行い、独自に作

成した問題集（かめもん）等の計画的な活用を図りながら、児童生徒の学力向上に努

めた。 

・基礎・基本の徹底による学力向上を図るため、亀岡市基礎学力充実推進事業をすべ

ての小中学校で実施した。 

③土曜日を活用した教育活動実践研究事業の推進 

・全小中学校において、年５回程度土曜日を活用し、児童生徒の基礎学力の定着・充

実等を図った。 

④ 小学校外国語活動の推進 

・すべての小学校でＡＬＴ（Assistant Language Teacher）による指導を行うとともに英語

活動サポーターを配置した。 

⑤ 小学校専科（音楽・図工）指導の推進 

・児童の学習意欲を高め、授業内容を充実させるため、小学校専科指導推進事業を

実施した。（音楽科１７校、図画工作科１校） 

⑥ キャリア教育の具体化等、進路指導に関わる取組の充実 

・児童生徒が自分らしく生きる力をつけるため、京都府の「ＫＹＯ発見 仕事・文化体験

活動推進事業」を活用し、小学校は４年生を中心に、中学校は２年生を対象に体験活

動を実施した。 

⑦ 教育に関する研究活動の推進 

・教育の振興を図るため、各種教育研究活動に対し助成を行った。 

成    果 

・すべての小中学校において、各校の実態に応じた児童生徒の表現力育成等に関す

る研究テーマを設定するなど、各校それぞれが創意工夫を活かした特色ある学校づく

りに取組、児童生徒の表現力が高まった。 

・京都府学力診断テストや全国学力・学習状況調査の結果から、それぞれ府や全国平

均を上回る教科が増えてきた。経年比較でも、府や全国の平均を上回る学校数が右

肩上がりの傾向を示してきている。 

・専科教育では、児童の興味・関心・意欲が向上し、個性や能力を引き出すことができ

た。また、ＡＬＴや英語活動サポーターを配置したことで、児童が外国語を通じて言語

や異文化への関心を高めることができた。 

・福祉体験や職場体験をとおして児童生徒に様々な知識や技能、社会の一員としての

規範意識やコミュニケーション能力等を高めることができた。  

参加者 小学校：４年生８０２人 中学校：２年生８５７人 
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点検項目 視点 理                           由 

必 要 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

子どもたちが自己を高め、自らが将来を切り開く力を育むとともに、学

力向上と進路希望の実現を図ることが重要である。 

有 効 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

京都府学力診断テストや全国学力・学習状況調査等において、成績

が向上している。また、高校進学についてはほぼ全員が実現してい

る。 

効 率 性 
□高い 
□やや高い 

☑低い 

様々な取組を継続することによって、自己を高め将来を切り開く力を育

むことができる。学力向上についても成果や効果が出るまでには時間

と色々な形での支援が必要である。 

課     題 

・「生きる力」の育成に向け、基礎・基本の徹底を図る教育の推進を行う必要がある。・

亀岡市学力向上ビジョンの平成２８年度目標到達点を見据えて、京都府学力診断テ

スト等の結果を検証して、指導方法の工夫や改善に努めることが必要である。 

  
         

改 善 策 
毎年児童生徒が入れ替わることや単年度では結果が出にくいため、一層の指導方

法の工夫・改善など継続した取組を行う。 

内
部
評
価 

評価結果 説                            明 

Ｂ 
新たに土曜日を活用した教育活動実践研究事業に取り組むなど、年間計画

事業はおおむね予定どおり実施することができた。 
(前回評価結果) 

Ｂ 

今後の方向性 
☑充実・強化      □維持・継続       □改善・見直し      □廃止・終

了 

  

外
部
評
価 

評価結果 委       員       意       見 

Ｂ 事業実施の内容や経年データなどから見ると、継続した取組を実施する中

で成果につなげられていることは評価できる。学ぶ意欲を育てる授業づくり

をとおして、子どもたちの興味・関心を高め自主的な学習活動が促進できる

取組を推進されたい。 

(前回評価結果) 

Ｂ 
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推進施策 (4）体力・競技力の向上 所管課 学校教育課 

目指す姿 

目    的 
健康な生活を送ることができるよう、体力・運動能力の向上を図る。 

           

実 施事 業

の 内 容 

① 幼児・児童生徒の体力・運動能力向上の取組推進 

・小中学校において、走る・跳ぶ・投げる等の新体力テストを実施した。 

・日常の授業はもとより、運動会等各種行事を通じて体力・運動能力の向上に努め

た。また、中学校においては、部活動を通じて向上に努めた。 

② 小学校陸上運動交歓記録会・小学生駅伝（持久走）大会の充実 

・小学校陸上運動交歓記録会には、５・６年生全員が、また、小学生駅伝（持久走）大

会は、５・６年生７７５人（４５％）が参加した。 

③ 南丹地区小学校駅伝競走大会「京都丹波キッズふれあい駅伝」への取組充実 

・駅伝競走の部、持久走の部に１８小学校の４・５・６年生１４４人が参加した。 

④ 中学校各種競技大会の推進 

・中学校の各部活動においては、亀岡市、口丹波、京都府大会等の競技会に参加し

た。 

⑤ 小・中学校体育連盟活動の推進 

・小中学校における体育活動の振興を図るため、小学校体育連盟への活動助成や

中学校体育連盟への活動助成及び選手派遣助成を行った。 

⑥ 幼稚園、小学校、中学校、高等学校の校種間連携の充実 

・小中連携として、児童に中学校の体育教師が指導を行った。また、バスケットボー

ル等において、小・中・高の合同練習会や交流会を開催した。 

成    果 

・小学生駅伝(持久走)大会には、参加希望者が年々増加し、定着した大会となってき

ている。南丹地区小学校駅伝競走大会（京都丹波キッズふれあい駅伝）において、

持久走の部では大井小学校の女子が優勝、また、駅伝競走の部でも大井小学校が

優勝する等、これまでの取組が成果となって現れてきた。また、参加することにより、

自分の能力を知り、高めることができた。 

・小中連携の中で育ってきた中学生が、陸上競技、体操競技、バスケットボール競技

で男女合わせて３１人が近畿大会に出場した。また、陸上競技、体操競技、バスケッ

トボール競技で、男女合わせて１２人が全国大会に出場した。うち、陸上競技におい

ては１人が３位入賞を果たす等競技力の着実な向上がみられた。 

・部活動に運動部活動地域連携再構築事業（地域のスポーツ指導者）を活用したこ

とにより、指導面での充実を図ることができた。 

           
点検項目 視点 理                           由 

必 要 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

全国的に体力低下が叫ばれる中、持久力や瞬発力等体力・運動能

力の向上は欠かせない。 

有 効 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

小学生では、駅伝大会において好成績が出るなど、競技力の向上が

みられる。 

中学生では、近畿大会や全国大会に多数の生徒が出場している。 

効 率 性 
□高い 
☑やや高い 

□低い 

運動をする子どもとしない子どもの二極化がみられることから、運動意

欲を喚起する取組が必要である。 

運動公園競技場等を活用することにより効率的に事業が実施できて

いる。 
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課     題 

・新体力テストの結果から全体をみると、跳ぶことに対しては良い成績がみられ、府平

均を上回る学年が複数あるが、走る・投げるという分野では下回る傾向が見られ、こ

れらを伸ばしていく必要がある。 

 また、運動に親しめる機会の拡充を図っていく必要がある。 

・小学校及び中学校における児童生徒の体力並びに運動能力の向上を図るために

は、さらなる小中連携等の取組を進めるとともに、活動助成等を継続していく必要が

ある。 

改 善 策 
体力並びに運動能力の向上を図るためには、運動に親しめる機会の拡充とさらなる

小中連携等の取組を進めるとともに、活動助成等を継続する。 

内
部
評
価 

評価結果 説                            明 

Ａ 
年間計画事業については、計画どおり実施できた。 

小学生・中学生ともに競技力の向上がみられた。 
(前回評価結果) 

Ａ 

今後の方向性 
☑充実・強化      □維持・継続       □改善・見直し      □廃止・終

了 

           

外
部
評
価 

評価結果 委       員       意       見 

Ａ 小学校の記録会や大会、中学校の競技会などの成績から見ると、着実な向

上が図られていることは評価できる。 

しかし、二極化傾向への課題に対応するため、手軽にスポーツに親しめる機

会の創出などにより、一層の体力・運動能力の向上を図られたい。 

(前回評価結果) 

Ａ 
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推進施策 (7）生徒指導、教育相談の充実 所管課 学校教育課・教育研究所 

目指す姿 

目    的 

規範意識の高揚や自他の生命の尊重、自尊感情の育成、他者への思いやりなど、豊かな

人間性や社会性を育成する。 

           

実 施事 業

の 内 容 

①ネットいじめ等の諸問題に対し、亀岡市いじめ防止基本方針に基づく児童生徒・保護者

への指導・啓発の推進 

・携帯電話、スマートフォン、パソコン等の情報機器によるいわゆるネット社会の対応として、

いじめ等の諸問題・事象の発生を未然に防止するため、教職員研修をはじめ児童生徒や

保護者への周知・啓発活動を展開した。 

② いじめを許さない学校、学級づくりの推進 

・いじめ防止対策推進法の施行により、市の基本方針、学校における基本方針策定に取り

組んだ。 

・学校は、いじめ調査や独自のアンケート等により児童生徒の状況把握に努め、人権尊重

の視点に立った全ての教育活動により、いじめを許さない学校、学級づくりを進めた。 

③教育相談事業の充実 

・市内幼稚園・保育所（園）・小学校・中学校在籍者の保育・教育上の諸問題について、幼

児・児童生徒、保護者、教職員を対象として教育相談を行った。   

・教育相談は、面接による相談を基本とし、電話による対応も行った。幼児・児童生徒には、

プレイセラピー(遊戯療法)やカウンセリングを、保護者にはカウンセリングを、教職員にはコ

ンサルテ 

ーション（専門家による取組への支援）を中心に実施した。また、スクールカウンセラーと積

極的に連携を取りながら相談を実施した。   

④適応指導教室の充実及び不登校に係る民間施設や専門機関との連携 

・平成２５年度に図書館中央館３階で開設していた中学生の不登校生徒を支援する「ふれ

愛教室」を図書館中央館の大規模改修時の工事期間に教育研究所へ移転し、教育効果

について調査、検証した。平成２６年度からは不登校や登校しぶりの小中学生を対象に「心

の居場所」として適応指導教室を教育研究所に一元化し開設した。 

 このように統合した教育研究所での適応指導教室で当該児童生徒が人とかかわり、集団

生活に適応する力を培い、学校生活に復帰できるように支援した。 

⑤ スクールカウンセラー活用事業の推進 

・スクールカウンセラーを２小学校、８中学校に継続配置し、児童生徒・保護者等の相談に

対応した。 

⑥ 生徒指導上の問題行動に対する指導体制の充実とスクールサポーターの積極的活用 

・学校が、生徒指導部会等による組織的で、迅速かつ適切な対応とあわせ、スクールサポ

ーターとの連携による生徒指導を行った。 

⑦ 不登校対策支援員の増員による支援体制の充実 

・不登校対策支援員を増員し、５小学校に配置した。 

⑧ 児童虐待の早期発見及び関係機関と連携した早期対応 

・要保護児童対策地域協議会を中心に、月１回の連絡調整会議を開催する等、児童虐待

の早期発見と早期対応・支援に努めた。 

成    果 

・児童生徒直接のセラピーや相談等の件数が増加した。 

・学校、保育所（園）訪問やポスター及びリーフレット配布等の広報により、研究所の相談内

容を広く周知し、活用してもらえた。 

・学校からの相談申込を受けて問題を抱える児童生徒の担任や教育相談担当者との相談

を行い、児童生徒の理解を深め、共有した。 
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成    果 

・定期的に保護者会を開催し研修・保護者間交流を深めるとともに、通級生の現状等につ

いて保護者との連携を深めた。・通級生の学校復帰を支援するため、在籍校や医療機関と

連携を図った。 

・スクールカウンセラーの緊急配置等、学校のニーズに即した迅速な対応を行うことができ

た。 

・亀岡警察署や家庭支援総合センターとの緊密な連携により問題事象の拡大や深化を食

い止め、早期解決に繋がった。 

・児童虐待については、各小中学校の情報をもとに関係機関とのスムーズな連携が図れ

た。                                                        

・小中生徒指導対策会議で、継続した生徒指導への情報共有を図った。 

・亀岡警察署と連携し、小中学校で児童生徒を対象にした「非行防止教室」により、規範意

識等を高めた。・ 教育研究所で対応した教育相談は、延べ３２０件であった。 ・適応指導

教室事業では小学生を対象にした「やまびこ教室」には３人の児童が、中学生を対象にし

た「ふれ愛教室」には１８人の生徒が在籍した。 小学生のうち１人は学校復帰し、中学生の

うち１人は学校復帰、 ２人も部分復帰した。また、平成２６年度の中学３年生９人全員が高

校へ進学した。 

           
点検項目 視点 理                           由 

必 要 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

有意義な学校生活を送る上で、いじめや暴力行為など児童生徒の問題行動

の未然防止や早期対応、また、それらに起因する不登校の未然防止や早期

対応が不可欠である。 

有 効 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

課題のある子どもはみられるが、いじめや暴力行為など児童生徒の問題行

動の未然防止や早期対応により、件数が減少するなど安定した状況にある。 

効 率 性 
□高い 
□やや高い 

☑低い 

児童生徒対応、家庭連携、スクールカウンセラーによる相談活動などの生徒

指導については、児童生徒の事態を把握してじっくりと丁寧に取り組むケー

スが多いため、効率性での判断は困難である。 

課    題 

・教育相談では児童生徒が抱える課題が多様化しており、今後もスクールカウンセラーや

教育相談担当者、特別支援教育コーディネーター、各関係機関との密接な連携が必要で

ある。 

・学校復帰に向けての学校・家庭・関係機関との連携の強化が必要である。 

・教育相談件数の増加に伴う相談体制を整備する必要がある。 

・「別室登校」については、各学校においてより実践的で効果的な対応等、継続した情報発

信が必要である。 

・不適応を示す子どもたちに対して、より安定した居場所づくりと心のケアを工夫していく必

要がある。 

・児童生徒の問題事象の動向に的確に対応するとともに、規範意識の高揚に向けた周知・

啓発活動の取組を強化していく必要がある。 

・インターネットは、使い方によっては被害にあうばかりか、加害者として事件に巻き込まれ

る危険もある。特にＬＩＮＥを介しての問題は増えている。情報モラルと情報セキュリティ等に

ついて児童生徒はもとより保護者の理解を深める取組を進める必要がある。 

・適応指導教室については、学校復帰に向けての学校・家庭・関係機関との細かな連携と

支援方法を共有化する必要がある。また、安定した送迎手段の確保が課題となっている。 

         

改 善 策 

・課題が多様化しており、今後もスクールカウンセラーや教育相談担当者等が各関係機関

と密接に連携する。 

・児童生徒の問題事象の動向を的確に捉え、規範意識の高揚に向け周知・啓発活動の取

組を強化する。 

・教育相談については、子育て支援課、府家庭支援総合センターや保健所、保健センター

などの相談機関や医療機関などの連携を更に充実させ、相談者のニーズに応じた相談活
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動が出来るようにコーディネート機能を果たす。 

・適応指導教室については、教育研究所に一元化したことにより事業効果が高まっている

が、送迎手段が確保できないことが最大のネックになっており、安定した送迎手段の確保が

必要である。 

内
部
評
価 

評価結果 説                            明 

Ｂ  年間計画事業はおおむね予定どおり実施することができた。 

 また、生徒指導や教育相談などそれぞれのケースについても適切に対応でき

た。 

(前回評価結果) 

Ｂ 

今後の方向性 □充実・強化   ☑維持・継続   □改善・見直し   □廃止・終了 

           

外
部
評
価 

評価結果 委       員       意       見 

Ｂ 的確な生徒指導や教育相談などにより、学校の状況が安定した状況にあることは

評価できる。課題や問題を抱える子どもたちの状況は一人一人異なることを踏ま

え、家庭と連携した個別対応を中心として時間をかけた取組を継続されたい。 
(前回評価結果) 

Ｂ 
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目標２ ふるさとを愛する心の育成 

           
推進施策 (2）豊かな感性を育む教育の推進 所管課 学校教育課 

目指す姿 

目    的 
文化や芸術などが体感できる多様な機会を設け、表現力や想像力の醸成を図る。 

         

実 施事 業

の 内 容 

① 亀岡市学校美術展覧会の開催 

・亀岡市学校美術展覧会において、児童生徒の絵画、版画、工作等の作品が出展さ

れた。（１１月１日・２日 亀岡市役所市民ホール） 

② 市立幼稚園子ども展の開催 

・平成２６年９月に竣工した新園舎で、園児の絵画や共同作品を展示した亀岡市立

幼稚園子ども展を開催した。（１2月４日～１２月６日、亀岡市立幼稚園） 

③ 「本物の舞台芸術体験事業」などによる演劇やミュージカル等の鑑賞機会の提供  

・「文化芸術による子供の育成事業」を活用して、児童生徒が優れた舞台芸術の巡回

等を鑑賞する機会を提供した。 

  〈巡回公演事業〉    ○演劇・・・ 小学校 ３校、中学校 １校  

                 ○伝統芸能・・・ 小学校 １校 

  〈芸術家の派遣事業〉 ○朗読・・・ 小学校 １校 

・「次世代文化継承・発展事業」を活用して、児童生徒が文化芸術体験事業に係る専

門家を講師として招聘し、本物の文化・芸術を体感する機会を提供した。  

   ○コンテンポラリーダンス・・・ 小学校 １校 

・「劇団四季ミュージカル」小学生特別公演招待枠を活用し鑑賞の機会を提供した。 

  ・・・ 小学校 １４校 

④ 児童生徒の読書習慣や読書意欲の向上 

・多くの小中学校で朝の１０分間読書や、午後の授業のスタート前に読書の時間を設

けて実施した。 

成    果 

・子どもたちに文化・芸術を体感できる多様な機会を提供することにより、興味・関心

の向上とともに豊かな感性の醸成を図り、道徳・情操教育の向上がみられた。 

・優れた演劇に触れることにより、明日への活力を生み出すきっかけとなった。 

・朝の１０分間読書等の実施により、児童生徒が休憩時間にも図書室を利用する等、

読書意欲の向上を図ることができた。 

           
点検項目 視点 理                           由 

必 要 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

幼児期と学童期間は、子どもたちの豊かな感性や情操を育む重要な

時期であり、様々な文化や芸術などを体感し表現力や想像力の醸成を

図る。 

有 効 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

文化・芸術などに対する興味・関心が向上した。あわせて豊かな感性

の醸成や情操教育の向上が図られた。 

効 率 性 
□高い 
☑やや高い 

□低い 

演劇やミュージカル等の鑑賞、文化・芸術体験活動においては、国等

の制度活用を行うなど効率的な事業実施を行った。 
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課   題 

・児童生徒の多様な興味や関心に応えられるよう、学校図書室の文化・芸術関係の

蔵書を充実していく必要がある。 

・子どもたちが本物の文化芸術等に触れ、より一層創造力や感受性等を高めていく

機会を充実させる必要がある。 

改 善 策 
多様な興味や関心に応えられるよう、学校図書室の蔵書を充実する。本物の文化芸

術等に触れる機会を充実する。 

内
部
評
価 

評価結果 説                            明 

Ａ 

年間計画事業については、計画どおり実施できた。 (前回評価結果) 

Ａ 

今後の方向性 
□充実・強化     ☑維持・継続       □改善・見直し      □廃止・終

了 

           

外
部
評
価 

評価結果 委       員       意       見 

Ａ 子どもたちが、本物の文化や芸術を体感することは大変有意義なことであ

り、財源確保する中で取り組まれていることは評価できる。今後は、地域の

伝統文化の保存継承等の取組と併せて、機会提供の充実に努められた

い。 

(前回評価結果) 

Ａ 
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目標３ 学校の教育力の向上と魅力ある学校づくりの推進 

           

推進施策 (２）学校規模適正化の検討 所管課 教育総務課 

目指す姿 

目    的 

少子化の影響や市域の人口動向など社会的要因に伴い、学校区における子どもの

集団が小規模化してきている地域があり、校区の見直しを含め、適正な学校規模に

ついて、教育活動充実の視点から検討する。 

           

実施事業 

の 内 容 

①適正な学校規模の調査・研究 

 亀岡市立小学校・中学校における児童生徒数の現状を踏まえ、学校教育活動の

充実を図り、適正な学校規模のあり方を検討するため、学校規模適正化検討会議を

設置した。 

 平成２６年度は、年４回の会議を開催するとともに、市民や保護者、学校関係者に

アンケート調査を実施した。 

成    果 
 亀岡市学校規模適正化検討会議で、亀岡市の小中学校の現状把握と問題や課題

の整理、望ましい学校規模について、共通理解を持つことができた。 

           
点検項目 視点 理                           由 

必 要 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

 亀岡市立小学校・中学校における児童生徒数の現状を踏まえ、学

校教育活動の充実を図り、適正な学校規模のあり方を早期に検討す

る必要がある。  

有 効 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

 少子化の進行や市域の人口動向等社会的要因を踏まえ、適正な

学校規模について検討することで、学校の教育活動充実と学校の教

育力向上が高まる。 

効 率 性 
□高い 
☑やや高い 

□低い 

 学校は歴史と伝統ある地域のシンボルであり、適正化の取組は地

域住民や保護者の理解と協力がなければ進められない。そのため、

検討会議で十分議論する必要がある。経済性、効率性のみが優先さ

れるものではない。 

課    題 

・平成２７年度末の基本方針策定に向け、円滑な学校規模適正化検討会議の運営

が必要である。 

・学校規模適正化検討会議の議論を積み重ね、提言をもとに基本方針を策定し、地

域住民や保護者と十分に協議していく必要がある。 

           

改 善 策 

・基本方針に沿い、子どもたちの学習環境が向上できるよう計画的に進めていく。 

・学校の再編等にあたっては、保護者や地域住民に説明し、理解協力を得るなかで

進めていく。 

内
部
評
価 

評価結果 説                            明 

A 
・学校規模適正化検討会議を立ち上げ、４回の会議を開催できた。 

・学校規模適正化アンケートを実施できた。 
(前回評価結果) 

Ｂ 

今後の方向性 □充実・強化  ☑ 維持・継続   □改善・見直し  □廃止・終了 

           

外
部
評
価 

評価結果 委       員       意       見 

A 
全市的には児童数が減少する中での適正な学校規模のあり方という大き

な課題に対して、計画的な取組が進められていることは評価できる。平成２

７年度中に基本方針が策定できるよう進められたい。 

(前回評価結果) 

Ｂ 
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目標４ 安全・安心で充実した教育環境の整備 

           

推進施策 （１）安全・安心で快適な教育環境の整備 所管課 教育総務課 

目指す姿 

目    的 

・学校施設耐震化整備計画に基づき、平成２７年度完了に向けて、国の補助金等を

活用して、耐震化・大規模改修工事を推進する。 

・学校耐震化事業と併せて、老朽化対策など教育環境の整備を図る。 

           

実 施事 業

の 内 容 

① 学校施設耐震化の計画的推進 

 亀岡小学校耐震補強・大規模改修工事、川東小学校・高田中学校改築工事、幼稚

園改築工事 

② 学校・園施設老朽箇所等の計画的整備 

 つつじケ丘・畑野小学校プール改修工事、大井小学校校舎防水工事 

 吉川小学校防球ネット整備工事 

③ 学校施設・設備の日常的な点検活動 

 小学校修繕２６７箇所、中学校修繕１２１箇所、幼稚園 修繕５箇所 

④ 快適な教育環境の整備 

 施設のバリアフリー化－川東小学校・高田中学校改築工事 

 トイレ(悪臭対策)－大井小学校・城西小学校・つつじケ丘小学校 

成    果 

・耐震化事業の推進により、平成２６年度末における亀岡市の学校施設耐震化率

は、９６．４％となった。（平成２５年度 ９５．５%） 

・学校施設の老朽化対策として、施設整備工事及び施設修繕を行い、機能回復を図

った。 

・安全性や緊急性のある施設修繕を実施した。 実施率 １００％ 

           
点検項目 視点 理                           由 

必 要 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

子どもたちが安全・安心で充実した学習環境のもとで学び、豊かな学

校生活を送るために必要である。 

有 効 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

安全・安心で快適な教育環境の整備を推進することができた。 

効 率 性 
☑高い 
□やや高い 

□低い 

学校関係者と教育委員会が連携し、効率的な施設管理や緊急性の高い箇

所に対する施設修繕を実施する事ができた。 

課    題 施設の老朽化が進む中で、緊急的な対応が必要なケースが増加している。 

           

改 善 策 事業に対する費用対効果を明確にし、より効率的な施設管理を推進していく。 

内
部
評
価 

評価結果 説                            明 

A ・学校施設耐震化率を９６．４％まで高めることができた。（平成２５年度 ９

５．５%） 

・安全性や緊急性のある施設修繕はすべて実施した。 
(前回評価結果) 

A 

今後の方向性 □充実・強化   ☑維持・継続    □改善・見直し   □廃止・終了 

           

外
部
評
価 

評価結果 委       員       意       見 

A 学校耐震化をはじめとした施設整備が計画的に推進されていること、また、

緊急性の高い修繕等にも早期対応できていることは評価できる。今後も、

安全・安心な学校生活が送れる教育環境の整備に努められたい。 

(前回評価結果) 

A 
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推進施策 （４） 学校給食の充実 所管課 学校給食センター・学校教育課 

目指す姿 

目    的 

発育期にある児童の心身の健全な発達に努めるため、安全・安心でバランスのとれ

た栄養豊かなおいしい給食を安定して提供する。 

 また、日常生活における食事や食生活について食育指導等により理解を深める。 

           

実 施事 業

の 内 容 

①地元産食材の利用推進と、安全・安心で、栄養バランスに配慮した給食の提供 

 ・米飯についてより安全・安心でおいしい米飯が提供出来るよう炊飯委託業者の

変更を行った。      

 ・亀岡産野菜の使用率の向上に努めた。                                           

②給食と各家庭に配布している「きゅうしょくだより」での広報を通じた食育の推進                                                       

 ・「きゅうしょくだより」「きゅうしょくカレンダー」等の各家庭への配布、市ホームペー

ジへの掲載の他学校内での給食指導や食育に活用した。                                         

③食物アレルギーを有する児童への給食の取組と適切な対応のための学校給食

センター・学校 

・保護者との連携の強化 

 ・ノンアレルギー食材を積極的に使用した。                                           

 ・アレルギー原因となる食材に色づけした献立表を各個人別に作成配付し学校・

担任との連携を図った。 

④小中学校の給食のあり方についての調査・研究                                           

 ・中学校での給食のあり方等について調査・研究に努めた。                                                 

⑤食物アレルギー対応に関する研修の推進                                               

 ・食物アレルギーへの対応や緊急時の対応について研鑽を深めた。                       

⑥給食への異物等の混入防止や発見時における対応についての検討・協議                                        

 ・給食への異物等の混入防止対策並びに異物等の発見時における関係機関との

対応、的確な状況判断と迅速な対応等について検討・協議を行った。                   

成    果 

○学校給食センター運営委員会において協議し、企画提案型による業者選定によ

り米飯の炊飯委託業者を㈱京都協同管理に変更した。                                              

○野菜の地場産使用割合４１．０％（平成２５年度２５．５％）、亀岡産キヌヒカリを１０

０％使用しており両方を併せた使用割合は、６６．０％（平成２５年度５６．６％）とな

り、ともに増加した。また、衛生管理体制の確立を図り、安全・安心で栄養バランスの

取れた学校給食を提供することができた。 

○給食試食会や「きゅうしょくだより」等の広報を通じ保護者へ学校給食の意義・役

割等について周知を図るとともに、学校と連携し食育指導の充実を図った。                                

○アレルギー児童への対応を積極的に行うとともに、食の情報収集を的確に行い、

保護者に安全性の周知を図った。                                                      

○食物アレルギーを有する児童への対応について研修を進める中で、日頃気を付

けるべき、緊急時の対応等について食物アレルギー対応の手引きを策定した。                            

○給食への異物等の混入防止対策並びに異物等発見時における関係機関との対

応や状況に応じた的確な判断と迅速な対応が出来るよう、各小学校長と検討・協議

を行い「学校給食異物混入時対応マニュアル」を策定した。  

           
点検項目 視点 理                           由 

必 要 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

正しい食習慣の形成と好ましい人間関係の育成を図るとともに、発

育期にある子どもたちにバランスのとれた栄養豊かで、安全・安心な

給食を安定して提供する。 

有 効 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

栄養バランスの取れた給食を１日約５，４００食提供し心身の健全な

発達に寄与している。また、給食試食会等においても保護者から好

評を得ている。 
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効 率 性 
□高い 
☑やや高い 

□低い 

米飯給食については、企画提案型による業者選定を行い炊飯業者

を選定しているが、副食調理業者についても安全性や費用面にお

いて企業努力を求めていく必要がある。 

課     題 

○地場産野菜の使用割合の一層の向上が必要である。○食物アレルギー対象児

童の保護者、学校・学級担当、学校給食センター間の連携をより密接にする。○副

食の調理においてより安全・安心でおいしく経済面においてもより効率的に行えるよ

う検討する。                                                                                    

○中学校給食のあり方について検討を行う。 

             

改 善 策 

○食物アレルギー対象児童への対応については食物アレルゲン管理システムの開

発・導入に取り組む。                                                                    

○副食調理業者選定にあたっても複数業者による企画提案型による業者選定に取

り組む。                             ○中学校給食については、

生徒や保護者、学校等の意見を踏まえる中で、本市の実態に見合った方式等につ

いて検討する。 

内 

部 

評 

価 

評価結果 説                            明 

A 地場産野菜の主要９品目の野菜の使用割合について平成２６年度４１．

０％と平成２５年度の２５．５％に比べ１５．５％増加している。また、食物アレ

ルギーの緊急時における対応マニュアル及び給食への異物等混入防止

や発見時の対応マニュアルを策定するなど安全・安心で栄養バランスの取

れたおいしい給食を提供することが出来た。 

(前回評価結果) 

B 

今後の方向性 □充実・強化   ☑維持・継続    □改善・見直し   □廃止・終了 

          

外 

部 

評 

価 

評価結果 委       員       意       見 

A 「給食への異物等の混入防止対策及び異物等の発見時における対応マニ

ュアル」を策定したことは評価できる。今後は、より一層の地元産食材の利

用推進とともに食育の推進に努められたい。 

(前回評価結果) 

B 
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目標５ 生涯学習活動の推進 

 
推進施策 (２）家庭教育への支援 所管課 社会教育課 

目指す姿 

目    的 

 親子の絆を深め、心身ともに健やかで心豊かな子どもを育てるため、学校・家庭・地域

が連携協力し、親やその家族を対象に多様な学習機会を提供することで、家庭の教育

力を高める。 
          

実 施事 業

の 内 容 

 地域や幼稚園など豊かなつながりの中で家庭教育を行い、親子の育ちを応援する学

習機会の場として、また、身近な人権研修の機会として講座等を実施した。 

①「子育て・親育ち講座」の実施（参加人数３８８人） 

・子育て中の親や家族などを対象に、亀岡市立幼稚園や地域の子育てサークル、自治

会などで、「親の役割・家族の役割」、「関わりや伸ばし方」、「食育」、「人形劇」、「心と体

の発達理解」などをテーマとして７講座を実施した。 

②「参加型家庭教育研修会」の実施（参加人数５６人）  

・参加者がお互いの気づきや考えを共有しながら、人権意識を学ぶ機会として親や子ど

もの自尊感情をテーマとして２講座を実施した。 

③「親のための応援塾」の実施（参加人数１，４２７人） 

・市内１８小学校で就学前の子どもを持つ保護者などが語り合い、交流し、学びあうこと

で日常の不安や悩みをやわらげるとともに、保護者同士のネットワークづくりを図った。 

成    果 

・地域の教育機能を活用した家庭教育への支援事業を実施したことで、多くの参加を得

ることができた。 

・アンケート結果から、「子育てのヒントとなった」、「悩んでいたことが少し和らいだ」など、

家庭における教育について改めて考える良い機会となったとの感想を多くいただいた。 

          
点検項目 視点 理                           由 

必 要 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

 家庭はすべての教育の出発点であり、家庭の教育力を高めるため、事

業実施は重要であり、必要性は高い。 

有 効 性 
□高い 

☑やや高い 

□低い 

 事業実施によるアンケート結果等から、目的に見合った一定の成果が得

られている。 

効 率 性 
□高い 
☑やや高い 

□低い 

 社会教育委員や人権教育啓発指導員を講師として活用し、費用対効果

の観点からも、効率的に実施できている。 

課   題 
 家庭教育の必要性が高まってきている中、より多くの保護者等の参加が得られるよう工

夫していくことが必要である。 
         
改 善 策  あらゆる機会を通じて、家庭教育支援事業や家庭教育講師派遣を実施する。 

内
部
評
価 

評価結果 説                            明 

Ｂ 家庭環境の多様化や地域社会の変化により、家庭教育の必要性が高まって

いる。地域や子育て広場等、豊かなつながりの中で家庭教育が行えるよう、多

様な地域の教育機能を活用した家庭教育への支援を図ることができた。 

(前回評価結果) 

Ｂ 

今後の方向性 ☑充実・強化   □維持・継続    □改善・見直し   □廃止・終了 

         

外
部
評
価 

評価結果 委       員       意       見 

Ｂ 家庭教育の必要性が高まる中で新たな取組をスタートさせたことは評価でき

る。今後は、参加者の学びたい、知りたいというニーズに応えられる講座として

内容充実等を図られたい。 

(前回評価結果) 

Ｂ 
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推進施策 (5）読書活動の充実 所管課 図書館 

目指す姿 

目   的 

幼児から高齢者まで「生涯にわたる学び」を支援するため、社会教育施設としてサービ

スの向上と図書館資料の充実を図り、市民読書を推進する。また、「かめおかっこ 夢・

未来 読書プラン」に基づき、家庭や地域、学校での子どもの読書活動を推進する。読

書ボランティアの養成や活動を支援するとともに、学校配本や団体貸出の充実と利用

促進を図る。 

 

実 施事 業

の 内 容 

① 図書館施設の整備、読書環境の充実 

・中央館にヤングアダルトコーナーと親子読書コーナーを設置した。                                                                                        

② 図書館蔵書の充実による市民読書の推進 

・図書購入数 ７，１８９冊（内、児童書 ３，０４９冊） 

・視聴覚資料購入数 ＣＤ １０２点、ＤＶＤ ８３点 

③「かめおかっこ 夢・未来 読書プラン」に基づく子ども読書活動の推進 

・かめおかっこ 夢・未来 読書フェスティバルを１１月１５日に市民ホールで開催した。

講演会（絵本作家 木村祐一）、人形劇、親子で選ぶ選書会等を行った。参加者２５０

人、延４２０人。 

・ブックスタート事業として、保健センターでの１１ヶ月健診時に会場で絵本プレゼントと

読み聞かせを行った。 絵本配布６７９人 

・おはなし会等を開催した。   実施回数１４４回 参加人数１，１８９人 

・配本事業を実施した。    

 小学校 １１校（高学年向きの図書の入替を実施）、公私立幼稚園・保育所(園)１９施

設（年２回） 

・学校図書指導員配置事業による学校図書館への支援を行った。  実施校 １７小学

校活動回数 １，２４３回（２５年度 １，２１４回）。 

・読書活動推進関係の講座を開催した。  １回 参加人数６１人 

④ 読書ボランティアの養成と支援 

・本の種をまく人の会によるボランティア養成講座を支援した。 ５回連続講座 受講者

１６人 

成    果 

・かめおかっこ 夢・未来 読書フェスティバルの開催により、親子で読書に親しむ機会

が提供でき、親子読書の推進を図ることができた。た。              

・幼稚園・保育所(園)配本事業の定着と、ブックスタート事業により親子読書の推進に

つなげることができた。 

           

点検項目 視点 理                           由 

必 要 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

幼児から高齢者までが、本を通じて学び、豊かな心を育む場所として、

また市民読書活動推進の事業を発信する場所として、公立図書館の

役割が重要である。 

有 効 性 
□高い 

☑やや高い 

□低い 

親子を含めた市民読書活動のための諸事業は、事前広報により参加

者も定着してきており、心待ちにしておられる人も多い。図書の充実に

より、市民の読書活動推進が図れた。 

効 率 性 
□高い 
☑やや高い 

□低い 

中央館、分館３館、分室２室それぞれの場所で、事業展開を行い、市

民の利便性を図っている。 

課  題 

・「かめおかっこ 夢・未来 読書プラン」のさらなる推進が必要である。                                                                                 

・図書館利用の促進を図るため、多様な利用者の要望に応える蔵書の充実が必要で

ある。 

・学校等関係機関やボランティア連携は進んでいるが、地域や家庭での読書活動充

実が必要である。 
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改 善 策 
家庭や親子での読書活動推進を図る方策の一つとして、読んだ本の履歴をふり返り読

書意欲を向上させることにつながる子ども読書手帳を作成配布する。 

内
部
評
価 

評価結果 説                            明 

Ｂ 市民読書活動推進のため、施設環境の継続的な充実や蔵書の充実を図るこ

とができた。かめおかっこ 夢・未来 読書フェスティバルをはじめとする、さま

ざまな事業に参加者が定着するなど、市民満足につながる事業展開ができ

た。 

(前回評価結果) 

Ｂ 

今後の方向性 
☑充実・強化      □維持・継続       □改善・見直し      □廃止・終

了 

 

外
部
評
価 

評価結果 委       員       意       見 

Ｂ イベントの実施など本に親しむ機会の提供により、親子読書や家庭読書の

推進が図れていることは評価できる。幅広い年代層の図書館利用の促進に

向けて蔵書の充実等に努められたい。 
(前回評価結果) 

Ｂ 
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目標６ 歴史・文化・自然の保存継承と発信 

 

推進施策 （2）歴史・文化・自然を学ぶ拠点の整備 所管課 文化資料館 

目指す姿 

目    的 

ふるさとの歴史・文化・自然を紹介し、学ぶ場として文化資料館の展示会や講座の充

実を図る。また、新資料館の理念・機能・規模などについて検討し、構想を策定する。 

実 施事 業

の 内 容 

①新資料館構想策定 

・新資料館構想策定委員会を設置した。（委員１４名）、委員会４回、視察２回実施 

②文化資料館での特別展・企画展・ロビー展の開催 

・特別展「ふるさと亀岡のお城―平城・平山城・山城・城館―」、企画展「ふるさとの名

品―指定文化財の世界―」、「ふるさと亀岡をつづる―福知正温の足跡―」、ロビー

展 6回を開催した。（２６年度来館者総数７，１１２人） 

③子ども歴史教室の充実 

・「のどかめ親子のアユモドキ見守り隊２６」として親子体験講座を開催した。（全７回、

１９組５１人が参加） 

④文化資料館友の会の連携事業の充実 

・座談会・文化財研修の実施、友の会サークル活動を支援した。 

⑤出前講座・授業による学習活動への支援 

・小中学校への出前授業や出張講演・フィールドワークなどを行った。（学校３０回、そ

の他２５回、合計５５回の出張講座を実施。参加者数３，９４４人） 

成    果 

・亀岡市新資料館構想策定委員会を設置し、委員１４人で平成２７年度の構想策定に

向けて検討を進め、中間報告を作成した。 

・展示会や講演会、アユモドキ見守り隊などの普及啓発活動や出張講座を実施した。

（年間総利用者数１１，０５６人） 

・文化資料館友の会の各種連携事業に積極的に協力し、生涯学習実践の場として、

その充実を図ることができた。 

           
点検項目 視点 理                           由 

必 要 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

新資料館構想の策定や、アユモドキの飼育展示など、時機を捉えた取

組をしている。亀岡の歴史・文化・自然を守り伝える役割に応えられる

よう対応している。 

有 効 性 
☑高い 

□やや高い 

□低い 

展示会や普及啓発活動、友の会活動の支援、出張講座などには、多

くの参加者があり、好評を得ている。  

効 率 性 
☑高い 
□やや高い 

□低い 
歴史・文化の理解促進などに、最大限成果をあげている。 

 

課     題 

・文化資料館の建物自体の老朽化は否めない。新資料館構想と整合させる必要があ

るが、資料館機能の維持のためにも、計画的な改修・修繕は必要である。 

・展示会及び普及啓発活動を通じて、さらに利用者数の増加を図る必要がある。 

 

改 善 策 

・新資料館構想の策定を目指す。 

・平成２８年度までに年間入館者数１万人を目指すため、さらに展示会及び普及啓発

活動の充実を図る。 
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内 

部 

評 

価 

評価結果 説                            明 

Ａ 
・新資料館構想の策定に向けて、４回にわたり検討を進めた。 

・資料館利用者数も増加傾向を堅持している。 
(前回評価結果) 

Ｂ 

今後の方向性 
☑充実・強化      □維持・継続      □改善・見直し      □廃止・終

了 

           

外 

部 

評 

価 

評価結果 委       員       意       見 

Ａ 地域の歴史・文化・自然などを守り伝えるため、資料館での特別展や企画展

をはじめ、アユモドキの飼育展示など工夫を凝らした取組は評価できる。平

成２７年度中に新資料館構想が策定できるよう進められたい。 
(前回評価結果) 

Ｂ 
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資  料 
 

１ 教育委員会委員                 （平成２７年７月１日現在） 

職 名 氏 名 教育委員の任期 

委 員 長 栗山 正則 平成 21年 6月 23日 ～ 平成 28年 3月 31日 

委員長職務代理者 吉岡眞知子 平成 24年 12月 25 日 ～ 平成 31年 3月 31日 

委   員 江口 昌道 平成 26年 4月１日 ～ 平成 30年 3月 31日 

委   員 関  𠮷廣 平成 27年 7月 1 日 ～ 平成 31年 6月 30日 

教 育 長 竹岡  敏 平成 21年  4月 2 日 ～ 平成 29年 4月 1 日 

 

２ 教育委員会の組織                 （平成２７年４月１日現在） 
          

  

総務係 
       

  

教育総務課 
    

       
  

 
  

施設係 
       

  
   

           

           
  

学事係 
       

  

学校教育課 

 

  

  

       
    

 

指導係 
 

教
育
委
員
会 

 

教  

育 

長 

 

教  

育  
部  

 
  

    
  

   

 
 

        
  

  

社会教育係 
    

  
  

  

    
  

社会教育課 
    

文化財係 
    

  
 

  

    
  

 

 
  

放課後児童係 
       

  
   

       
  

 

  

        
  

  

  

          

        
  

  

        
  

教 育 機 関 
    

教育研究所 
         

  

          
  

           
  

学校給食センター 
          

  

          
  

           
  

図書館 
          

  

          
  

           
  

中央公民館 
          

  

          
  

           
  

文化資料館 
          

  

          
  

           
  

幼稚園（ １園） 
          

  

 
         

  

           
  

小学校( １８校) 
          

  

          
  

           
  

中学校（ ８校） 
         

 
 

 

 

 

 

 

 

人権教育担当 
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３ 公立学校施設 

 

（１）小 学 校      平成２７年５月１日現在（単位：人） 

学  校  名 児童数 

亀 岡 小 学 校           ５５１ 

安 詳 小 学 校           ８４３ 

東 別 院 小 学 校           ２４ 

西 別 院 小 学 校           ２１ 

曽 我 部 小 学 校           １７３ 

吉 川 小 学 校           ５２ 

薭 田 野 小 学 校           １０７ 

本 梅 小 学 校           ６９ 

畑 野 小 学 校           ５３ 

青 野 小 学 校           ６９ 

大 井 小 学 校           ４５８ 

千 代 川 小 学 校           ５０８ 

川 東 小 学 校           １６４ 

保 津 小 学 校           ４７ 

つ つ じ ケ 丘 小 学 校 ７４３ 

城 西 小 学 校           ３６２ 

詳 徳 小 学 校           ２５５ 

南つつじケ丘小学校 ３９２ 

計 ４，８９１ 
 

（２）中 学 校      平成２７年５月１日現在（単位：人） 

学  校  名 生徒数 

亀 岡 中 学 校           ５６１ 

別 院 中 学 校           ３５ 

南 桑 中 学 校           ３２６ 

育 親 中 学 校           １４３ 

高 田 中 学 校           ８５ 

東 輝 中 学 校           ６９４ 

大 成 中 学 校           ３８５ 

詳 徳 中 学 校           ３２５ 

計 ２，５５４ 
 

（３）幼稚園        平成２７年５月１日現在（単位：人） 

幼稚園名 園児数 

亀岡市立幼稚園 １０１ 
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亀岡市教育委員会事務の点検・評価の実施に関する要綱  

 

平成２１年３月３１日  

亀岡市教育委員会告示第２号  

 

 （趣旨）  

第１条  この要綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和  ３１

年法律第１６２号。以下「法」という。）第２６条の規定に基づき、亀岡市教

育委員会（以下「教育委員会」という。）が実施する教育に関する事務の管理

及び執行の状況の点検・評価について、必要な事項を定めるものとする。  

 （点検・評価の対象）  

第２条  点検・評価の対象は、前年度に実施した教育委員会が定める施策に関

する事務、教育行政の推進上重要な課題に係るもの又は点検・評価を行うこと

が必要と認める事務のうち、教育委員会が選定したものとする。  

 （協議会）  

第３条  点検・評価を行うため、教育委員会は、委員協議会（亀岡市教育委員

会基本規則（昭和３１年教育委員会規則第１号）第３条の２に定める委員協議

会をいう。（以下「協議会」という。）を開催し、審議する。  

２  法第２６条第２項に定める学識経験者の知見を活用するため、当該協議会

に外部の学識経験者（以下「外部有識者」という。）の出席を求める。  

３  協議会は、教育委員会教育長が招集し、その議長となる。  

４  教育委員会教育長が必要と認めるときは、委員及び外部有識者以外の者を

協議会に出席させ、意見を聴取し、又は必要な資料等の提出を求めることがで

きる。  

 （報告書の作成及び公表）  

第４条  教育委員会は、協議会の検討を踏まえ、点検・評価の結果に関する報

告書を作成するものとする。  

２  教育委員会は、前項の報告書を亀岡市議会に提出するとともに、公表を行

う。  

 （庶務）  

第５条  点検・評価の実施に関する庶務は、教育総務課において行う。  

 （その他）  

第６条  この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、教育長に委任する。  

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成２７年４月１日から実施する。 

 （旧教育長に関する経過措置） 

２ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成２６年法律第７

６号）附則第２条第１項に規定する旧教育長が、同項の規定により引き続き教育長として在

職する間においては、なお従前の例による。 
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平成２７年度（平成２６年度対象） 
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